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2022 年 10 月は、前年比で戸建は件数増加・価格下落、マンションは件数・価格とも 2 桁増
加が続きました。 
 
〇中古戸建住宅 
 成約件数は 63 件と前年比で 2.2%増加し、9 月に続いて前年同月を上回りました。平均成

約価格は 1,563 万円と前年比で 6.9%下落し、8 か月連続で前年同月を下回りました。土
地面積は 215.0 ㎡と前年比で 1.8%拡大し、5 か月ぶりに前年同月を上回りました。建物
面積は 118.8 ㎡と前年比で 2.0%拡大し、9 月に続いて前年同月を上回りました。 

 
 

 

 



〇中古マンション 
 成約件数は 46 件で前年比プラス 18.1％の 2 桁増加となり、9 月に続いて前年同月を上回

りました。平均成約㎡単価は 31.1 万円で前年比プラス 20.6%、成約価格は 2,228 万円で
前年比プラス 18.8%と、双方とも 2 桁上昇となり、9 月に続いて前年同月を上回りまし
た。専有面積は 71.6%と前年比で 1.3%縮小し、4 か月連続で前年同月を下回りました。 

西日本レインズサマリーレポート引用 

〇まとめ 
 2022 年は、コロナ禍に加え、ロシアのウクライナ侵攻、急激な円安、世界的なインフレ

など、不透明感が増した 1 年だったと言えます。 
 資源価格の高騰等によって、建築費も大きく上昇しており、新築マンションはもちろんの

こと、中古マンションの価格を押し上げています。 
 岡山市でも、依然としてマンション人気が続いており、コロナ前と変わらず取引がされて

おります。特に 2 月・3 月は、人気物件が販売開始から短期間で成約するということもよ
くあります。 

 春先にお引越しを検討の方は、できるだけお早めの行動をお勧め致します。 


